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青少年教育施設ボランティア養成セミナー 

～ とかしき ボランティアスクール ～ 

開催要項 

 

１ 趣  旨    これからボランティア活動を始める方を対象にボランティア活動への理解を

深め、ボランティア活動に向けた期待と意欲を高めるとともに、必要な基礎的知

識・技能を習得させる。 

２ 主  催   独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立沖縄青少年交流の家 

３ 後  援   沖縄県教育委員会、県内各大学、沖縄タイムス社（予定） 

４ 期  日   平成２５年５月１８日（土）～１９日（日）１泊２日 

         ※１８日渡嘉敷行きマリンライナー1便が欠航の場合、２５日（土）～２６日（日）に延期。 

５ 場  所   国立沖縄青少年交流の家 
６ 対  象   高校生以上 

７ 定  員   ３０名程度 

８ 内  容 （１日目）講義「青少年教育の理解」  

講師：琉球大学教育学部学部長 井上講四氏 

実習「救命救急法」 

講師：NPO 沖縄ウォーターパトロールシステム理事長 和田太志氏 

実習「テント設営」「ボランティア活動の意義」   
野外活動の実践をとおして安全管理を学び、ボランティア活動の意

義を考える。 
演習「ボランティア活動の理解」   

先輩ボランティアの実践から学ぶ。 
            実習「灯かりの時間」 

自然を感じつつ、1 日のふりかえりと交流の時間とする。 

（２日目）実習「テント撤収」「海洋研修」「クラフト」 
当施設事業の運営において必要な知識・技能を習得する。 
※荒天時は冒険教育プログラム（レクリエーション）                   
講義「青少年教育施設の現状と運営」 

   ボランティア自主企画事業の企画・立案をとおして、青少年教育施

設の教育機能や役割、運営について理解する。 

９ 日  程 

 平成２５年５月１８日（土）～１９日（日）   

 

 

 

 

 

 

※講師及び日程については、都合により変更になる場合があります。 



１０ 参加費   ６，７００円／１人 ＊参加当日に徴収 

泊～渡嘉敷間の高速艇運賃（環境協力税込み）、食事代（3 食）、保険代、教材費 
 

１１ 申し込み・締め切り 

（１） 平成２５年４月８日（月）受付開始 

下記の参加申込書に必要事項を記入の上、下記まで E-Mail、FAX または郵

送にてお申込みください。（E-Mail、FAX でのお申込みの際は送信後その旨

お電話にて確認お願いいたします。） 

（２） 平成２５年５月１０日（金）受付締切（必着）  

※先着順、定員に達し次第締め切ります。 

（３） キャンセルの場合は速やかにご連絡をお願いいたします。 

５月１６日（木）以降のキャンセルにつきましては手続きの都合上、参加

の有無にかかわらず保険料（１２０円）を徴収いたします。 
 

１２ 持ち物 5 月 18 日の昼食、着替え（動きやすい服装・運動靴）・軽装（水着）・帽子・サンダル・

タオル・洗面用具（石けん、シャンプー、歯磨き）、筆記用具、健康保険証の写し、常備

薬、防寒具等その他野外活動に必要なもの 
 

１３ その他  ＊集合日時 ５月１８日（土）８：３０（時間厳守）９：００出航に乗船します。 

場所   泊港北岸「高速船マリンライナーとかしき」乗り場（渡嘉敷行き）前 

＊黄色の旗が目印 

＊職員が受付、乗船券を配布します。 

＊解散日時 ５月１９日（日）１８：１５ 

 場所   泊港北岸（到着後、各自解散） 
＊延期の場合の連絡は、前日の午後以降に行います。確実に連絡のとれる連絡先（留

守電可）をご記入ください。 
 
※申込みいただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規程」等に基づき適切

に管理し、この事業に関する事務のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示することはありません。 

※事業中に撮影した写真や制作物、感想文等を当機構の事業に関する報告書や広報等に使用することがありますので、ご了承ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
この用紙のまま送信してください。 
okinawa@niye.go.jp/098-987-2318 

フリガナ 
氏  名 

男
 
女

生年月日 
平成  年  月  日生     
昭和        （   ）歳

高校生は保護者の同意が必要です 
保護者 署名；                            
住 所 〒 
 
電話番号（                    ） 

学 校 名；                          学 年； 

問い合わせ：青少年交流の家 事業担当 上條 弥生 
ＴＥＬ ０９８－９８７－２３０６   ＦＡＸ ０９８－９８７－２３１８ 
ホームページ http://okinawa.niye.go.jp/メールokinawa＠niye.go.jp 
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 “ ボランティア ”は大変で面倒なこ

とだと思っていましたが、参加して

みると、渡嘉敷の自然を通して多く

の仲間ができました。また、子供を

指導する立場から考え方や他人への

接し方など、自分自身が成長する良

い機会を頂きました。（沖国大・女性）平成２４年度からボラン

ティアに参加させていただ

き、小中学生の子供たちと

共に、マリンブルー体験や

キャンプ・野外炊飯などを

通じて、たくさんの感動を

共にいただきました。

 ( 社会人・男性 )

島ボラに参加しなかった

ら、職員の皆様、大切な

仲間に出会えていなかっ

ただろう。

（琉球大学・女性）

県内各大学等を中心に

多くの青少年が活動しています

青少年の主体的な活動の場を提供し

体験を通しての学びを支援します

各事業でボランティアの活躍の場を提供します。
運営補助や企画での参画など様々な活動・関わりができます。

（平成24年度登録者数56名）

■上記以外でも教育事業や研修支援事業など様々な活動でボランティアを募集します。

■ボランティアとして登録することで、全国 27 カ所の国立青少年教育施設での活動も可能となります。

ボランティアとしての活動の機会は ...

ボランティアの負担を軽減するために次ぎの費用を支給します。
県内移動交通費、那覇・渡嘉敷間の乗船券代、食費、シーツ代等。

下記は年間行事の予定です。

負担軽減措置について
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